
 

 

 

 

川づくりのための河畔林ガイド 

 

北海道 建設部 土木局河川課計画Ｇ 主査（環境） 奥平 恒望 

 

１．はじめに       

 

 北海道では、平成９年度に河川工学や魚類・植生等

の専門家で構成する「北海道河川環境研究会」を設置

し、これまで、治水と河川環境に関する技術的課題に

ついて種々の検討を重ねてきております。 

 平成１３年には、第一段階の研究成果として、北海

道の代表的な魚類であるサクラマス、スナヤツメ、カ

ンキョウカジカ等の淡水魚の生活史や産卵・生息環境

について取りまとめた「川づくりのための魚類ガイド」

を発刊しています。第二段階として、平成１３年より

魚類の生息環境と関わりの深い「河畔林」について検

討を行い、北海道を代表するエゾヤナギ、ハルニレ等

の生育分布や生活史や河畔林の保全の考え方等につい

て、今年度、「川づくりのための河畔林ガイド」として

まとめることができましたので、概要を紹介します。 

 

２．河畔林とは 

 

 河畔林は、渓畔林、河畔林、湿地林と成立する立地

環境から区別されることがありますが、本書では、こ

れらを総称して「河畔林」としています。 

 図－１、１－１では、河畔林の分布を河川の縦横断

的な立地区分を地形との関わりから表現しました。 

  この図を用いるとどの部分の位置に立ち河畔林を見

ているかが、一目で分かります。 

                     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－１ 河畔林の縦横断的立地区分 

 図１－２河畔林の縦横断的立地区分による情報整理 

 

３．河畔林の機能 

①河畔林の生物・生態的な機能 

河畔林は、水辺に生息・生育する動植物にとって

特に重要な役割を果たしています。 

  ・日射遮断 

  ・落葉・落枝、落下昆虫の供給 

  ・倒木供給 

  ・栄養塩類の除去や水質の保持（図２－１参照） 

    ・野生動物の生息場所 

   これらのはたらきと魚類の生息環境の関わりを示

すと下図の様になります。（図－２） 

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

図－２ 河畔林の生物・生態的機能の関連概念図 



 

 

 

                                          

                                         

                                     

    

 

 

 

 

 

図２－１ 河畔林による緩衝帯イメージ 

②河畔林の河川防災的な機能 

 治水上においては、河畔林の流木化や流下能力の

低下（写真－１）、流下物捕捉による水位の上昇等を

起こすこともありますが、流速の減衰効果、河岸また

は堤防の保護などの河川防災上のはたらきも持ち合

わせています。 

   

 

 

 

 

 

 

  

写真－１ 河畔林の繁茂による流下能力の低下 

 

４．代表する河畔林の特徴・分布・立地条件 

    

北海道を代表する河畔林１９種について、全道にお

ける分布状況、河川の縦横断方向の生育立地、葉形や

幹の特徴を紹介しています。（図－４） 

 

   図－４ 樹種特性解説の一部（ハンノキ） 

以上のように、第１章では、代表的河畔林の分布や

性質等について、イラストや写真を交えて構成し、図

鑑のように身近な内容となるよう工夫しています 

 

５．河畔林保全の考え方 

 

 第２章では、河畔林の保全の基本的考え方について、

記載しております。 

 河畔林は、原則保全することとし、社会的影響を考

慮して、保全できない場合は、極力代償措置を検討し

ていくことをフロー図や事例を交えながらまとめてお

ります。（図－５） 

 

６．河畔林の現状評価を行う 

  

 河川環境の保全を検討する上で、河畔林の現状を把

握・評価を行い、計画や改修及び維持管理のそれぞれ

の場面において、課題や問題点を認識する必要があり

ます。そのためのツールとして、ﾁｪｯｸｼｰﾄ等（図－７，

８）を作成しました。河畔林を調べる上での問診表と

考えていいと思います。 

①基本的考え方 

 多様性（歴史性）、連続性、地域性（稀少性）の特性 

を持つ河畔林は、生物生態的な機能などが豊かと考 

えられるため、これらの観点からﾁｪｯｸする。（図－６） 

②チェックする範囲 

 計画区間や当面の事業区間等で評価区間（数 100m 

単位）に応じて現状評価を行う。 

③ﾚｰﾀﾞｰﾁｬｰﾄの活用 

 ﾚｰﾀﾞｰﾁｬｰﾄを活用して、現状の評価を維持する努力や

凹部分の改善の余地がないか、河道計画を検討した

上で、工事を実施する。 

③現状評価の目的 

 河畔林の現状（特徴、課題）について把握を行う。 

1) 河川改修前 

改修における河畔林保全計画の検討資料 

2) 河川改修中 

部分的な見直し、施工上の配慮事項の確認資料 

3) 管理河川 

   河畔林の保全を検討する上での確認資料 

 

７．おわりに 

河畔林の現状を把握するための一つの試みとして、

ﾚｰﾀﾞｰﾁｬｰﾄ等を考案しました。今後、より使いやすい、

分かりやすいものにしていくことが必要と考えており



 

 

ますので、活用を通じて発生する疑問点や意見等を反

映し改良を加えていきたいと思っています。 

なお、本ガイドブックの発刊は、5 月を予定してお

ります。 

      図－５ 河畔林保全対象の概念図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※当日の講演内容に追記等を行っておりますので、ご

了承をお願いします。 

 

 

図－６ 河畔林保全の視点と河畔林の機能 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     図－８ 河畔林保全評価チェックシート 

図－７ 河畔林現状の評価チェックシート
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